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熱中症等の対応について

作成:二戸消防署

二戸広域消防

本日の講義

１ 熱中症とは

２ 事業所における熱中症対策について

３ 救命処置の一連の流れ

４ その他（マイナ救急、♯７１１９）
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熱中症とは

高温多湿な環境下で、発汗による体温調節等がうまく働かなくなり、

体内に熱がこもった状態

汗をかいた量と摂取した水分量（塩分含む）のバランスがくずれ

ると、体温が高くなったり脱水を起こし、さまざまな症状を呈する状態

屋外だけではなく室内で何もしていないときでも発症し、場合に

よっては死亡することも

熱中症になりやすい方

【高齢者】
理由:体内水分量が少ない。汗をかきにくい。気温上昇への感度が鈍い（感じにくい）。

喉の渇きを感じない傾向。エアコンを使いたがらない。持病がある。

【持病を持っている】
例）高血圧症、降圧薬服用、糖尿病、認知症、脳卒中後遺症、精神疾患など

脱水を招きやすかったり、暑さに対する反応や対応（感じない）が鈍くなっている。

【日常生活】
身体的ハンディキャップ（活動性が低い）

独居（社会とのつながりが低く、家族などの見守りがない）

経済的弱者（エアコンなし、電気代節約、食事をしっかりと摂れない、不衛生な住環境）
改訂 第10版 救急救命士標準テキストより



3

熱中症の症状
対 応症 状分 類

・涼しい場所で安静に
・体を冷やす
・水分、塩分を補給（経口）
・症状が改善しないもしくは悪化し
たら医療機関の受診が必要

・めまい
・立ちくらみ
・生あくび
・大量発汗
・筋肉痛（こむらがえりなど）

・体温管理（冷却）、安静
・水分、塩分を補給（経口か点滴）
・医療機関受診が必要

・頭痛
・嘔吐
・倦怠感
・虚脱感
・集中力や判断力の低下など

２ 度

・入院加療が必要（場合により集中
治療が必要）

・意識障害
・けいれん発作
・肝・腎臓機能障害など３ 度

・入院加療による集中治療が必要・深部体温が40度以上で、
意思疎通ができない４ 度

１ 度
（意識障害なし）

（軽度の意識障害）

熱中症の応急手当

 簡単な質問に答えるか、意識の確認を行う。

 涼しい場所に移し、脱衣と冷却を行う。露出した皮膚や体に水をかけて、風を当てます。

 意識が正常でない場合は、寝かせた状態で下肢を持ち上げます。

 意識が正常であれば、さらに水分補給出来る場合は、摂取させます。

 吐き気があったり、嘔吐したりする場合は、水分摂取は出来ないと判断してください。

 熱中症を生じやすい環境、作業、人に分けて、予防策を講じてください。
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熱中症予防８か条

１．知って防ごう熱中症

２．暑いとき、無理な運動は事故のもと

３．急な暑さは要注意

４．失った水と塩分を取り戻そう

５．体重で知ろう健康と汗の量

６．薄着スタイルでさわやかに

７．体調不良は事故のもと

８．あわてるな、されど急ごう救急処置

公益財団法人日本スポーツ協会「スポーツ活動中の熱中症予防ガイドブック」より
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本日の講習会は終了です



【資料１】

















 

 

 

【資料２】



【マイナ救急の流れ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マイナ保険証で参照可能な情報 

 

診療/お薬の情報 

医療機関を受診した際の過去の診療情報および医療機関で投与されたお薬や薬局

等で受け取った過去のお薬の情報です。 

※薬剤情報には注射・点滴等も含みます。 

 

お薬の情報 

医療機関で投与されたお薬や薬局等で受け取った過去のお薬の情報です。 

 

特定健診の情報 

40歳から 74歳までの方を対象に、メタボリックシンドロームに着目して行われる健診

結果の情報です。 

※75歳以上の方の健診情報は、後期高齢者健診情報です。 

 

                       出典：総務省消防庁ホームページより 

 

 

 



 

                          出典：岩手県ホームページより 

【資料３】


